























































より τワイルド代数を構成できることを示している。了、 8章では、 τワイルド代数の部分代数は、もと
の代数と根基を共有すれば、またτワイルドとなることを示し、 6草の結果とあわせて強意ワイルドでな
いτワイルド代数を、 f.のl点拡大代数の部分代数として構成する方法を与えている。他忘リンゲルによ
って被統制ワイルド代数の概念、が導入されていて、ワイルド代数はすべて被統制ワイルドであろうと予想
されているo 9、10、I章で著者は、これについて考察している。被統制ワイルド代数は、有限個の直既
約加群に統制されていれば、 τワイルドになることを不しているが、知られている被統制ワイルド代数は
どれもこの条件を満たしている。さらに被統制ワイルド代数の部分代数は、もとの代数と根基を共有して
いればまた被統制ワイルドであることも示している。これによって多くの被統括IJワイルド代数の例が構成
される。以上により、本論文は代数の表現論の発展に大きく寄与するものであり、博士(理学)の学位を
授与するに値するものと審査した。
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